
日光国立公園 奥日光の公園利用（自然ガイド）における現状と課題・将来像

■奥日光とは

・日光国立公園は、大きく4つのエリアに区分できる。
日光エリア 鬼怒川エリア 那須エリア 塩原エリア

・奥日光は、日光エリアの世界遺産エリア（2社１寺：東照宮、二荒山神社、
輪王寺）の先、いろは坂を登り切った華厳の滝、中禅寺湖、龍頭の滝、戦

場ヶ原、湯滝、湯元温泉を含む自然と歴史・文化が融合した「自然の聖地

（Sacred Natural Site）」を指します。
■現状

本公園内で最も多くの外国人観光客が訪れているが、ほとんどが日本人対

象の自然ガイドツアーが実施されている。

・小学生を対象とした自然ガイド「戦場ヶ原ガイドハイキング」

・一般客を対象とした自然ガイド「奥日光の山岳ルートのルーツに迫る旅」

「火山活動や浸食の跡、大地の力を体感する旅」等
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戦場ヶ原ガイドハイキングの状況



「日光湯元ビジターセンター：自然ガイドツアー」



「あいに行く、ＮＩＫＫＯ：自然ガイドツアー」



・奥日光で活動するガイドは、現在約40名ほどで、各々が所属団体（約13団
体）や個人で自然ガイドやアクティビティ（サップ・カヌー等）を行っている。

・自然ガイドツアーは、小学生を対象とした自然ガイド「戦場ヶ原ガイドハイ

キング」が大部分を占める。

・自然ガイド料金は半日1万円～3万円、一日１万五千円～５万円。
（一財）自然公園財団日光支部のガイド料金

内容 場所 時間
料金（税込）
※解説員1名につき

定員
※解説員1名につき

依頼ガイド

奥日光地域内

3時間まで 10,000円
夏期15名まで
積雪期10名まで6時間まで 15,000円

依頼スライド

30分以内
4,000円
夜間5,500円

100名程度まで
（会場収容数による）

60分以内
7,500円
夜間10,000円



・ガイドツアーの繁忙期（６月から１０月）には、小学生を対象とした「戦場

ヶ原ガイドハイキング」が戦場ヶ原自然歩道に集中混雑し、一般のハイカー

から苦情が寄せられる他、木道から転落するなどオーバーユース状態となる。

・繁忙期には、県外のガイドの姿も頻繁に見受けられる。

・県外のガイドの中には、奥日光に対する知識が不十分なうえ、適切なガイド

が行われていない状況が散見される。


